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田辺市は紀伊半島の南西部、和歌山県の南部に位置している。太平洋に面した田辺湾を臨み、黒

潮の影響により、比較的温暖な地域である。人口は約６万７千人で西よりの海岸部に都市的地域を

形成するほかは、森林が大半を占める中山間地域が広がり、総面積は 1026.89㎢と広大である。 

 平成 16年７月７日、「紀伊山地の霊場と参詣道」がユネスコの世界遺産として登録された。和歌

山県・奈良県・三重県にまたがる３つの霊場(熊野三山、高野山、吉野・大峰)とそこに至る参詣道

(熊野参詣道・高野町石道・大峰奥駆道)及びそれを取り巻く文化的景観が主役である。田辺市は、

この世界遺産の中心に位置している。 

 

 

田辺市教育委員会では「未来につながる資質・能力の育成」「学社融合活動の内容充実」を学校教

育推進の２本柱としている。「学社融合」とは学校教育と社会教育が一体となって学習の場、活動な

どをつくり、地域の教育力と学校の教育力を相互に活用する取組のことである。「田辺市地域語り

部ジュニア」についても、学社融合の取組の１つとして行っている。田辺市にある世界遺産をはじ

めとする地域資源について学習することにより、ふるさとを愛し、地域に誇りをもった子供を育成

することを目標としている。 

 

 

【教育委員会の取組】 

田辺市教育委員会では、「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産登録 10周年の記念の年を迎えた

平成 26 年から、「熊野古道」を校区に抱える小中学校が、「熊野古道」と王子跡などを再度見つめ

直して学習するとともに、その内容を保護者や地域の方々、またそれぞれの地域を訪れた方々に語

り継ぐ、「田辺市熊野古道語り部ジュニア」の活動を始めた。翌年からは「熊野古道」に限定せず、

校区の地域資源や産業について語れる子供の育成を目指し、名称を「田辺市地域語り部ジュニア」

と改めて、市内全ての小中学校において、語り部活動を実施している。 

教育委員会では、各小中学校での取組を集約し、この活動を継続、深化、充実させることを目指

している。「地域が見える」「人と繋がる」「地域に広がる」の３観点を重視し、どのような地域資源

について、どんな人と交流し、学習した内容をどのように発信して広げるかについてまとめており、

中学校は語りの内容を英語でまとめている。 

【学校の取組：田辺市立三里小学校】 

 三里小学校は、「心豊かにたくましく生きる児童の育成」を教育目標とし、ふるさと学習の重点目

標を「ふるさと学習を通して地域を深く理解し、郷土を愛する心を育てる」として、地域学習を展

開している。 

 校区に、世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」があり、近隣の学校等に古道の歴史的価値や文化

について語り部を行う「語り部ジュニア活動」を総合的な学習の時間の中に位置づけている。子供

１．はじめに 

２．教育目標 

３．教育委員会・学校での取組 



たちは、発心門王子を起点に、水吞王子、伏拝王子、三軒茶屋跡までの約５キロメートルのコース

を語りを行いながら案内する。５・６年生は、熊野 

古道の歴史や伝承を調べて原稿を作り、熊野本宮語 

り部の会の語り部に助言をいただきながら、自分た 

ちの言葉で表現する練習を重ねている。今年度は、 

本宮小学校、近野小学校、田辺東部小学校の児童に 

対し、語り部発表を実施した。実施後には、各校か 

ら好意的な感想をもらうことで、意欲向上や次への 

展望となっている。 

 昨年度に引き続き、世界遺産学習連絡協議会によるマッチングにより、奈良市立柳生小学校とオ

ンラインで学校間交流を３回行った。柳生小学校からは、柳生新陰流で知られる「柳生石舟斎宗厳」

や「一刀石」の逸話についての調べ学習の紹介、地域の食や名所等をキャラクター化したカードゲ

ームの紹介があった。三里小学校は、低学年はお茶農家の仕事、中学年は地域の地場産業、高学年

は語り部ジュニア活動の発表を紹介した。低学年からふるさと学習を行うことで、地域への愛着や

誇りが高まり、高学年で語り部ジュニア活動を行うときには、地域の代表として、その良さを伝え

ようとする姿勢をもつことができると言える。学校間交流では、ICT を活用することによって、遠

方の学校との交流が実現し、それぞれが自分たちの地域の魅力を伝え合うことで、自分たちだけで

は気づけなかった地域の魅力に気づくことができた。また、双方向のやりとりを通じて、感想や質

疑応答などの対応力、対話力が身についてきている。さらに、上記の取組を受け、今年度の世界遺

産学習全国シェアミーティングで、「地域を愛し、地域に愛される子どもの育成」と題し、学校間交

流をテーマに発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

語り部ジュニア活動を通して地域の歴史や文化財を知ることにより、先人の努力や思いに触れ、

地域の一員としてふるさとへの愛着を深めることができてきており、ふるさと学習を柱とした小中

連携が進んでいる地域もある。今後も系統的な学習の積み上げを図っていきたいと考える。 

一方、時間的な制約の問題、地域資源や人材を発掘することの難しさ、教師の力量に左右される

ことなどが課題として挙げられる。また、中学校においては、語り部を実践する場は各校で工夫し

ているが、中学生が英語で語り部をする機会を設けることが難しいという課題もある。様々な機会

をとらえ、子供たちがふるさとに関する知識を得るだけでなく、子供たちに必要とされる資質・能

力を育成できるような取組の推進、子供たちが有用感を感じられるような場の設定を考えていくと

ともに、今後も語り部ジュニア活動の継続と充実を図っていきたい。 

４．おわりに 

発心門王子での語り部発表 

 

 

 

 

柳生小学校とのオンライン交流の様子 

 

 

 

語り部ジュニア活動の成果物 

 

 

 


